





The Great East Japan Earthquake’s influence on the self-change of students 














The Great East Japan Earthquake, adolescence, female university student, Chiba prefecture, self-change.


























項目）」、第 2 因子「自己抑制（ 8 項目）」、第 3 因子「視野の広がり（ 9 項目）」、第 4 因子「運命・信仰・

















1 筆者の指導する平成 22 年度卒業論文であった。
2 千葉県北西部は、重篤な被災地域に隣接し、断水や計画停電の該当地域であった。
3 坂部 (2011) においては、文意を易しくするための補足と、文意に影響を与えない字句の訂正があった。
4 この女子大学は、６学類 ( 英語・英文学、日本文学・文化学、心理・社会学、服飾造形学、健康栄養学、生活環境学 ) からなり、
履修名簿においては本研究の協力者はすべての学類にわたっていた。
5 得られた全 50 名のうち、大学生の大多数と年齢層の異なる 40 歳から 50 歳の 3 名を分析から除外した。
6 妊娠中の女性には個別に依頼し、日付の特定は依頼しなかった。
































己抑制（ .764）」、「視野の広がり（ .754）」、「運命・信仰・伝統の受容（ .685）」、「生き甲斐・存在感（.824）」、「自
己の強さ（.702）」であった。したがって、尺度は本研究においても十分な内的整合性を保持し得ている
と判断した。
8 得られた全 196 名のうち、大学生の大多数と年齢層の異なる 38 歳から 47 歳の 3 名とほとんど未記入であった 1 名分を分析
から除外した。
9 性別を記入しなかった 1 名を分析から除外した。
10 得られた全 92 名のうち、依頼と異なる 15 歳から 24 歳の 10 名と年金支給開始齢以降の 66 歳から 72 歳の 3 名を年齢層の
違いから分析から除外した。






　まず尺度全体について行ったところF（5, 430）= 5.33, p< .001で有意差があった。次にそれぞれの下
位尺度についても分散分析を行った。結果、「柔軟さ」について、F（5, 447）= .843, p= .520であり有意
差はなかった。次に、「自己抑制」については、F（5, 445）= 2.81, p< .05で有意差があった。同じく「視
野の広がり」については、F（5, 442）= 6.09, p< .001で有意差があった。「運命・信仰・伝統の受容」に
ついては、F（5, 442）= 6.73, p< .001で有意差があった。「生き甲斐・存在感」については、F（5, 442）









有効回答数 サブグループ1 サブグループ2 サブグループ3
成人男性（震災4カ月後） 39 2.56（.38）
女子大学生（震災前） 47 2.68（.37） 2.68（.37）
女子大学生（震災1カ月後） 69 2.75（.38） 2.75（.38） 2.75（.38）
女子大学生（震災3カ月後） 180 2.79（.34） 2.79（.34） 2.79（.34）














女子大学生（震災前） 47 2.87（.47） 2.87（.47）
女子大学生（震災3カ月後） 188 2.89（.36） 2.89（.36）
女子大学生（震災１カ月後） 75 2.90（.51） 2.90（.51）




有効回答数 サブグループ1 サブグループ2 サブグループ3
成人男性（震災4カ月後） 39 2.74（.42）
女子大学生（震災前） 47 2.92（.41） 2.92（.41）
女子大学生（震災１カ月後） 72 3.03（.44） 3.03（.44）
女子大学生（震災3カ月後） 187 3.05（.40） 3.05（.40）
成人女性（震災4カ月後） 78 3.05（.40） 3.05（.40）
妊娠中の女性（震災前） 25 3.24（.31）
表5　〈運命・信仰・伝統の受容〉の平均値（標準偏差）と等質サブグループ
有効回答数 サブグループ1 サブグループ2 サブグループ3
成人男性（震災4カ月後） 39 2.44（.44）
女子大学生（震災前） 47 2.61（.45） 2.61（.45）
女子大学生（震災１カ月後） 72 2.71（.45） 2.71（.45）
女子大学生（震災3カ月後） 187 2.75（.42） 2.75（.42）


























































































女子大学生（震災1カ月後） 人数（%） 4（5.2%） 73 77
調整済み残差 （-1.4） （1.4）
女子大学生（震災3カ月後） 人数（%） 12（6.3%） 180 192
調整済み残差 （-2.2） （2.2）
成人女性（震災4カ月後） 人数（%） 17（21.5%） 62 79
調整済み残差 （4.1） （-4.1）










12 ただし、「生き甲斐・存在感」では、t 検定の前提となる２群間の等分散性が仮定できなかったため、Welch の検定を採用した。
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表15　自己変化のきっかけが震災かどうかによる人格発達尺度得点
きっかけ（n） M（SD） t値 自由度 p値
全体 震災（33） 2.82（.39） .94 434 .35
震災以外（403） 2.76（.36）
柔軟さ 震災（37） 2.61（.57） -.53 451 .60
震災以外（416） 2.66（.52）
自己抑制 震災（37） 2.85（.50） -.52 449 .60
震災以外（414） 2.89（.41）
視野の広がり 震災（35） 3.19（.41） 2.58 446 .01*
震災以外（413） 3.00（.41）
運命・信仰・伝統の受容 震災（36） 2.87（.51） 2.03 446 .04*
震災以外（412） 2.72（.43）
生き甲斐・存在感 震災（34） 2.66（.41） .36 40.56 .72
震災以外（414） 2.63（.47）




















2.21 455 .028＊震災以外（420） 2.47（ .88）






































坂部遥（2011）. 「親となる」という意識の変化 –妊娠中の女性と女子学生の比較-　平成22年度　和洋女子大学人文学部発達科学科 
卒業論文.
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付表　親となることによる人格発達尺度 (柏木・若松, 1994)および原文との相違点
柔軟さ 自己抑制
角がとれてまるくなった。 他人の迷惑にならないように心がけるようになった。
考え方が柔軟になった。 自分の欲しいものなどが我慢できるようになった。
他人に対して寛大になった。 (原文：自分のほしいものなどが我慢できるようになった。)
精神的にタフになった。 他人の立場や気持ちをくみとるようになった。
度胸がついた。 人との和を大事にするようになった。
小さいことにくよくよしなくなった。 自分本位の考えや行動をしなくなった。
(原文：小さなことにくよくよしなくなった。) 自分の分をわきまえるようになった。
いろいろな角度から物事を見るようになった。 倹約するようになった。
思い通りにならないことがあっても我慢できるように
なった。　
視野の広がり 運命・伝統・信仰の受容
日本や世界の将来について関心が増した。 物事を運命だと受け入れるようになった。
環境問題（大気汚染・食品公害など）に関心が増した。 運や巡り合わせを考えるようになった。
児童福祉や教育問題に関心を持つようになった。 常識やしきたりを考えるようになった。
一人一人がかけがえのない存在だと思うようになっ
た。
長幼の序 （年長者と年少者の適切な関係） は大切だと
思うようになった。
　(原文：長幼の序は大切だと思うようになった。）日本の政治に関心が増した。
弱い立場の人に思いやりを持つようになった。
協力することの大切さがわかるようになった。 伝統や文化の大切さを思うようになった。
どのような人にもその人なりの良さがあると感じる
ようになった。(原文：どの様な人にもその人なりの良さ
があると感じるようになった。)
人間の力を超えたものがあることを信じるようになった。
信仰や宗教が身近になった。
いろいろな人に支えられていると感じるようになった。 情にもろくなった。
生きがい・存在感 自己の強さ
生きている張りが増した。 多少他の人と摩擦があっても自分の主義は通すように
なった。
長生きしなければと思うようになった。 自分の立場や考えはちゃんと主張しなければと思うよ
うになった。自分がなくてはならない存在だと思うようになった。
子どもへの関心が強くなった。 物事に積極的になった。
より計画的になった。 目標に向かって頑張れるようになった。
子ども好きになった。 （原文：目的に向かって頑張れるようになった。）
目先のことより、将来のことを考えるようになった。
一人前になった気がした。 妥協しなくなった。
気持ちが安定した。
より大人になったと感じる。
慎重になった。
自分の健康に気をつけるようになった。
小沢　哲史（和洋女子大学　人間・社会学系　准教授）
（2011年 9 月22日受付）
